
インナーマッスルを鍛えると・・・

基礎代謝量の向上
・・・などなど

内臓を正しい位置に安定させるため内臓機能向上の効果が
期待でき、便秘といった腸の不調改善も期待できます。

骨や関節を安定させ、肩や脚などを動かす時
にスムーズな体の動きをサポート。転倒など怪
我のリスクも避けることができます。

姿勢が良くなることで腰痛を改善できる。

リハビリとして、上肢・下肢のストレッチや関節を動かしたり、筋力トレーニングを行うこ
とは大事なことなのですが、それよりももっと大事な機能『体幹機能』について勉強会を
行いましたので皆様にもご紹介したいと思います。

『体幹機能」

効率よく上肢・下肢を動かすためにはまず、姿勢を安定させる体幹筋、
そう！皆様もご存じ『インナーマッスル』と呼ばれている箇所を鍛えます。

私たち訪問部では毎月1回勉強会を行い、
看護師やリハビリスタッフ間で技術や知識面
の情報共有を行っています。

ドレミ訪問看護ステーション神戸西
TEL:078-704-3330 管理者：松田

インナーマッスル
腹横筋
多裂筋
横隔膜

骨盤底筋

上肢

下肢



令和6年1月に実施いたしましたアンケートでは、たくさんの貴重なご意見を頂き、
ありがとうございました。その結果と一部内容を報告させて頂きます。引き続き
サービス改善の為、職員一同尽力して参ります。今後とも、よろしくお願いいた
します。
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りらいふ舞子の総合評価 リハビリの効果 食事の満足度

（数値は人数 有効回答数65名）

リハビリの内容について
・足の痛みが軽くなった。・筋肉がついた。・歩行できるようになった。

    ・もう少し運動や負荷を増やしたい。・各運動内容の効果を知りたい。
定期的に研修を実施し、知識を深め、より分かりやすい説明が出来るよう
努めている。

送迎について
・帰りの待ち時間が長い。・いつも帰りが遅いので早く帰りたい。

     ・乗っている時間が長い。
都度、送迎コースを見直し、可能な範囲で乗車時間を少なくできるよう
努めている。送迎人員を増やし柔軟に対応できるように努めている。

食事内容について
・味付けが濃かったり、固かったりする。・メニュー内容が同じ、食材が同じ。

食事に対するご意見は、都度、お弁当業者に検食簿等で報告し、
改善を検討していただいています。

その他ご意見
・換気扇や機器のホコリや浴室のカビが気になる。

ご指摘のあった場所の掃除・点検に努めている。

・脳トレプリントを所定の場所まで取りに行くのが大変。 
脳トレを日々実施される方へ、事前に座席へ置いておくなどしている。
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TEL(078)647−7668
担当：新白

ドレミリハビリテーションセンター垂水

健康で元気にリハビリ頑張りましょう♪
Tel 078-704-3330  担当：尾﨑

食中毒に注意！！

よくある食中毒ってなんでしょう？？
①ノロウイルス（ウイルス）
≪症状≫1～2日で発症し、吐き気や嘔吐、下痢、腹痛などを引き起こす。発熱はあっ
ても高熱にはならない。
≪注意すべき食品≫カキを含む二枚貝。ノロウイルスに汚染された二枚貝を生や加熱
不足で食べることで発生します。
≪時期≫毎年11月～1月に流行（10月から増え始め、12月、1月がピーク）
≪対策≫加熱調理、二次感染の防止（調理器具の熱湯加熱や、ウイルス感染者の
便や吐物の処理に注意する）

②ぶどう球菌（細菌）
≪症状≫約3時間後に激しい吐き気、嘔吐、腹痛、下痢を伴う急性胃腸炎症状。
≪注意すべき食品≫手作り食品（おにぎり・サンドイッチなど素手で扱うもの）
≪時期≫梅雨から夏場（6月～8月）
≪対策≫手の洗浄や消毒。調理用手袋やラップなどを利用して直接素手で食品に触れ
ない。

〇家庭で出来る3つの予防〇

菌をつけない！
•手を洗う、消毒をする
•まな板は肉用と魚用で使い分ける
•ふきんや手拭き用タオルはこまめに取り替える
•生の食品と加熱済みの食品は別の容器で保存する

菌を増やさない！
•買い物をしたら寄り道をしないでまっすぐ帰る
•長時間室温に放置しない
•冷蔵庫は10℃以下、冷凍庫は－15℃以下に維持する
•早めに食べきる
•冷凍された食品を室温で解凍しない

菌をやっつける！
•果物や野菜を生で食べる場合にはよく洗う
•包丁の柄や鍋の取っ手を殺菌する
•加熱を十分にする（温めなおすときも十分に加熱）
•肉や魚を切ったまな板には、洗って熱湯をかける
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